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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公開番号】特開2015-93132(P2015-93132A)
【公開日】平成27年5月18日(2015.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2015-033
【出願番号】特願2013-235445(P2013-235445)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    1/00     ３００Ｄ
   Ａ６１Ｂ    1/06     　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   23/24     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月1日(2016.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コヒーレンス性を有する光を用いて被観察部を観察する際に、前記光によって前記被観
察部に生じたスペックルを基に前記被観察部を観察するスペックル観察モードを含む複数
の観察モードのいずれかを用いる内視鏡システムであって、
　前記スペックル観察モードにおいて前記スペックルを低減せず、前記スペックル観察モ
ード以外の前記観察モードにおいて前記スペックルを低減するように、前記観察モードに
応じて停止または駆動するスペックル低減部を具備することを特徴とする内視鏡システム
。
【請求項２】
　所望する部位に挿入される挿入部と、
　前記部位の外部に配設される非挿入部と、
　前記挿入部に内蔵され、前記光を前記被観察部に出射し、各観察モードに対して同一の
照明光学系と、
　をさらに具備し、
　前記スペックル低減部は、前記非挿入部に配設されることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記観察モードを入力する入力部と、
　前記観察モードに応じて前記光を出射する光源と、前記光源を制御する光源制御部と、
前記光源と前記照明光学系とに光学的に接続し、前記光源から出射された前記光を前記照
明光学系に導光する導光部材と、前記照明光学系とを有する照明装置と、
　前記被観察部の画像を前記観察モードに応じて取得する画像取得部と、
　前記画像取得部によって取得された前記画像を表示する画像表示部と、
　前記入力部から入力された前記観察モードに応じた前記光源制御部の動作と前記画像取
得部の動作と前記スペックル低減部の動作とを連動して制御する制御装置と、
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　をさらに具備することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記スペックル低減部は、前記光の一部を変換して、元の位相とは異なる位相を有する
光を発生させることで、位相を多重化させる位相多重化部を有することを特徴とする請求
項３に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記位相多重化部は、互いに異なる位相を有する複数の前記光が時間的に異なった位相
で発生するように、前記光の位相を時間的に変動させる位相変動部を有することを特徴と
する請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記位相変動部が前記光の位相を時間的に変動させる１周期の速さは、前記画像取得部
のフレームレートよりも速いことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記位相変動部は、前記光の位相が時間的に変動するように、前記導光部材を搖動する
搖動部を有することを特徴とする請求項６に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記位相変動部は、前記光の位相が時間的に変動するように、前記光の位相が変化する
範囲において前記光源に対する駆動電流を周期的に変化させる駆動電流重畳部を有してい
ることを特徴とする請求項６または請求項７に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記スペックル低減部は、前記光に対して光路長差を付与する光路長差付与機構を有し
ていることを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記光源は、前記観察モードに応じて光学的に異なる前記光を出射し、
　前記照明装置は、各光が単一の前記光として前記照明光学系から出射されるように、各
光を単一の前記光に合波する合波部をさらに有することを特徴とする請求項３に記載の内
視鏡システム。
【請求項１１】
　前記スペックル観察モードに用いられる前記光が前記スペックル観察モード以外の少な
くとも１つの前記観察モードに用いられるように、前記光源は各観察モードにおいて共有
されていることを特徴とする請求項１０に記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記光源は、複数配設されており
　一方の前記光源は、前記合波部によって一方の前記光源から出射された一方の前記光が
他方の前記光源から出射された他方の前記光と合波されて白色光が生成されるように、他
方の前記光とは光学的に異なる一方の前記光を出射し、
　前記観察モードは、前記白色光を用いて前記被観察部を観察する白色光観察モードをさ
らに有することを特徴とする請求項１０に記載の内視鏡システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の内視鏡システムの一態様は、コヒーレンス性を有する光を用いて被観察部を観
察する際に、前記光によって前記被観察部に生じたスペックルを基に前記被観察部を観察
するスペックル観察モードを含む複数の観察モードのいずれかを用いる内視鏡システムで
あって、前記スペックル観察モードにおいて前記スペックルを低減せず、前記スペックル
観察モード以外の前記観察モードにおいて前記スペックルを低減するように、前記観察モ
ードに応じて停止または駆動するスペックル低減部を具備することを特徴とする。
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